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度に変更したのである。これにより、障害種というくくりを越えて、一人ひとりのニーズに合っ
た学校選択の可能性が広がった。 




























そして 2005 年 12 月の「特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）」に
おいて、特別支援教育の基本的な理念と姿勢として、特別な場で教育を行う「特殊教育」から









































まで 1980 年「国際疾病分類（ICD）」の補助として使われてきた「WHO 国際障害分類（ICIDH）
から、「国際生活機能分類：ICF（International Classification of Functioning, Disability and 
Health）」に変更した（図１）（厚生労働省、2002）。 
 





















   環境因子 個人因子
疾患・変調→ 機能・形態障害→能力障害→社会的不利 
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との指摘もある（古屋ら、2009）。実際に、2017 年 5 月時点で義務教育段階の全児童生徒数は
減少傾向にあるにも関わらず、特別支援教育に関わる在籍者数は増加傾向にあり、特別支援学
校の在籍者数は約 7.2 万人（10 年で 1.2 倍）、特別支援学級の在籍者は約 23.6 万人（2.1 倍）、



























3.1. 「特別支援教育」に関わる内容の必修化  
 「障害」に関する科目の必修化に関しては、1997 年の「新たな時代に向けた教員養成の改善






























                                                          
1 加藤は、課程大学認定大学実施視察における「障害」に関する事項の指摘の有無によって 2011 年度まで
の導入率を確認したが、筆者がその後を確認したところ 2012 年度以降の実施視察結果では各事項について
の表記はなく一般化されて記述されており、それが「障害」に関する事項についてかどうかは判別できな
くなっている。そのため、ここでは 2011 年度までの加藤の結果を引用した。 































ようになったということである。2007 年の特別支援教育開始 15 年後になってようやく特別支
援教育に関する科目を 1 単位修得した学生が教員として現場に出ることになるのは対応として




























































































「障害」「疑似体験」のキーワードで AND 検索を行った2。結果 111 件の論文がヒットした。
そのうち、同タイトルによる重複 2 件、同一の「疑似体験」について別タイトルで書かれたも
の 1 件、「疑似体験」のキーワードは使用していても「疑似体験」をしていないものや明らか
に関係のないもの 30 件、機器や補装具などの開発に関するもので教育とは関連がないもの 9
件を除き 69 件の文献を得た。この 69 件について「疑似体験」の内容や対象を調査した。 
                                                          
2 国内で実施されている障害疑似体験の利用実態については、松原・佐藤（2005）が 1984 年 8 月以降の
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表 1 「障害」「疑似体験」の関連文献と疑似体験の内容および対象 
年 著者名 論文名 内容 対象  
2018 野住 地域の情報 公立中学校における障害理解授業の実践報告 ― 中学生 〇 
2018 赤瀬川 保育学生を対象として実施した「LD・ADHD 等の心理的疑似
体験プログラム」の効果検証 LD・ADHD 大 ● 
2017 安倍 他 福祉教育授業モデル動画コンテンツの作成 : ラーニング・コモ
ンズの活用を手がかりに 視・体 教材作成 〇 
2017 庄司 疑似体験を通した障害理解 : コミュニケーションの障害を中
心に コ・視・聴 学生など 〇 
2017 早貸 他 課題研究につながる障害理解の発展的プログラム: 「ともにい





LD・ADHD 大・教職 ● 
2017 仁木 他 汎用性の高い体験型実習モデル（服薬不自由体験）の提案 体・視・嚥下 大・薬学 ◇ 
2016 三谷 他 ライフデザイン支援モデルに基づく発達障害の疑似体験プロ
グラムの有効性に関する研究 発達 大・教職 ● 
2016 日高  高等教育における障害学生支援にむけた障害の理解と体験学
習の試み : 聴覚障害の心理的疑似体験の実践 聴 大・障害学生 〇 
2015 西館 他 総合的な学習の時間における視覚障害理解教育モデルの作成
（4）視覚障害者の援助について考える取り組みを通して 視 小学生 〇 
2015 都築 他 教員養成系大学における障害の理解・啓発及び体験学習の実践 視・聴・LD 大・教職 ● 
2015 髙橋 他 千葉県理学療法士会での小学校体験学習活動報告 高 小学生 〇 





LD・ADHD プログラム検討  
2014 鈴木 聴覚障害生徒を対象とした『難聴擬似体験プログラム』の実践 : 
生徒の障害認識にかかわって コ・聴 高校・大・教員 〇 
2014 昆 他 介護支援専門員との連携の重要性を示唆した緑内障患者の一
例 視 介護職員 ◇ 
2013 辻野 他 新研修医オリエンテーションへの高齢者・障害者疑似体験の導
入 高 医師 ◇ 
2013 内田 他 障害者スポーツ実習と障害疑似体験における障害理解の差異
の検討 体 大  
2012 谷内 他 地域における「障害理解プログラム」の実施に関する一考察 視・聴・体 プログラム検討 
2011 古市 他 早期体験演習における看護学生の老年看護に関する学び 高 学生・看護 ◇ 
2011 中村 他 工学教育における高齢者・障害者等の疑似体験を組み入れた教
授法の開発 高・障 大・工学 □ 
2011 松原 他 障害疑似体験の再構成 : 疑似体験から協働体験へ 視・体 大 
2011 西尾 他 視覚障害疑似体験を活用した設計教育プログラムによる教育
的効果の検討 視 大・工学 □ 
2010 ヤンセン― バーチャル AD/HD--注意欠陥/多動性障害児の世界を疑似体験
（医工連携を歩く（第 9 回）） ADHD ―  
2010 相良 他 視覚遮断が人の行動に与える影響の実験的研究 視 大・工学 □ 
2010 中谷 他 運輸・接客業従事者の介助体験に基づく障害者疑似体験教室の
実践と効果 ― 社会人  
2010 松田 視覚障害疑似体験の有効な実施方法に関する一考察--疑似体験
の授業を通した事例より 視 ―  
2010 敷島 疑似体験を通して伝える知的障害・発達障害の子ども（人）の
気持ち（特集 見えにくい・わかりづらい障害へのアプローチ）知・発達 ―  
2010 川村 他 看護学生に日本版バーチャルハルシネーションを用いた体験
学習による統合失調症患者への印象の変化 幻覚 大・看護 ◇ 
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年 著者名 論文名 内容 対象  
2009 愛知県― 障害特性を疑似体験する校内研修会プラン（特集 こんな校内
研修会プランならまた参加したい!） ― 教員 〇 
2009 藤井 他 視覚・聴覚障害をもつ認知症高齢者の疑似体験を通して--疑似
体験から見えてきた患者のおかれた世界と私たちの課題 視・聴 医療関係 ◇ 
2009 [エビ]澤 他 理学療法教育における脳血管障害片麻痺の疑似体験が患者の
退院後の日常生活動作能力の推測に及ぼす効果 体 障害者本人 ◇ 
2009 渡邉 7 視覚障害者および高齢者疑似体験学習の教育効果（一般講演
抄録,平成 20 年度明倫短期大学学会報告） 視・高 大・歯科衛生士 ◇ 
2009 金城 車椅子疑似体験学習における障害のある方の参加の意義 体 大・OT ◇ 
2009 西川 アスペルガー症候群と特別支援教育--アスペルガー症候群の疑
似体験を通じて臨床心理的視点を学ぶ授業実践 ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ 大・教職 ● 




LD・ADHD プログラム検討   
2008 金城 <研究報告>異学年で構成する小集団による車いす疑似体験学
習の成果 体 大・OT ◇ 
2008 杉野ゼミ 障害理解研修の効果測定 : 障害疑似体験と障害平等研修の比
較実験（社会学部設立 40 周年記念特集） 視 大  
2008 橋本 他 小学生への出前授業 体 小学生 〇 




高 学生・看護 ◇ 
2007 高木 家庭科授業の理解を図る教育法プログラムの検討 高・妊・体 大・教職 ● 




体・嚥下 大・CW ◇ 
2006 石田 形態別介護技術演習（内部障害）における当事者参加型フィー
ルド授業の教育効果について 体 大・介護 ◇ 
2006 徳田 擬似体験学習の教育効果 体 大・PT ◇ 
2005 横山 失語症理解のための疑似体験学習の意義 失語症 看護師・介護職員 ◇ 
2005 石川 他 心と身体の科学 : 揺らぎを通して多角的に学ぶ（新教科群 2），III.高校新教科群の取り組み） 視・食事 高校生 〇 
2005 杉野 他 障害疑似体験の自省的考察:体験者と実施者の意識調査から ― ― 
2005 古田 地域における高齢者及び障害者疑似体験を導入した教育方法 高・体 地域 
2005 渡邊 他 中途視覚障害者のための超短期入院リハ 視 障害者家族 ◇ 
2005 高野 障害者擬似体験を導入した教育方法の効果について 高 大・PT ◇ 
2004 二重作 他 実践報告 看護学生の視覚障害者を理解するための教育方法の
検討--疑似体験による感想文の分析 視 学生・看護 ◇ 
2003 佐藤 他 新教科群 : 心と身体の科学（IV.中学選択プロジェクト・高校
新教科群） 体・食事 高校生 〇 
2003 齋藤 他 障害擬似実習で学生が体験できる生活能力と自立して遂行可
能な日常作業 体 大・OT ◇ 
2003 柴田 かんくリレー 中等科研修で実施した「高齢者・障害者疑似体
験」について 高・障 教員 〇 
2003 安川 視覚障害の疑似体験を通して 視 ― 
2003 峠 
兵庫県・介護老人保健施設恵泉 職員自ら HRC 装具で疑似体験
し利用者個々にあったケアプランを（特集 高齢者の視覚的課
題）--（視覚障害者への取り組み--介護現場からの報告） 
高 介護職員 ◇ 
2003 福田 他 疑似体験授業についての一考察 -視覚障害者への理解- 視 大・歯科衛生士 ◇ 
2002 川口(春日)他 家庭科における障害者が関わる授業について&mdash;視覚障
害者の立場から&mdash; 視 体験談による模索 〇 
2002 松田 当事者評価にもとづく障害疑似体験の検討と「障害理解」プロ
グラムの改善 視 中学生 〇 
2001 長尾 他 高齢聴覚障害の疑似体験による学生の対応方法の変化 聴 大・看護・介護 ◇ 
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年 著者名 論文名 内容 対象  
2001 河内 卒業研究論文 聴覚障害を学ぶ Web 教材--仮想疑似体験 聴 教材作成 
2000 橋本 建築人間工学の視点からみた障害者の動作域の研究及び擬似
体験教育--聴覚・視覚障害学生の連携による共同授業の一試み 視 障害有大学生 □ 
1999 中村 他 老年者疑似体験の学習効果についての検討 : 臨地実習での老
年者とのかかわりからの評価 高 大・看護 ◇ 
1999 山川 他 実数乗ノルムに基づく数量化分析 3類によるシニアシミュレー
ションの評価 視・聴・体 大  
1998 橋本 「人間工学・建築計画の授業を通して、住空間を考え創る」－
体験型授業の有効性についての一考察－ 高 大・建築 ◇ 
1997 矢田 「盲ろう疑似体験」の可能性（特集 視覚障害の理解のために--
疑似体験） 視・聴 ―  
1997 中野 視覚障害の理解と疑似体験--ロービジョン（特集 視覚障害の理
解のために--疑似体験） 視 ― 
 
1997 坂本 盲の疑似体験（特集 視覚障害の理解のために--疑似体験） 視 ―  
1997 増茂 ハンディについて考える学習の試み--視覚障害者疑似体験と車
















 69 件のうち、医療・福祉領域で行われた「疑似体験」は 23 件、小・中学校、高等学校、教
員研修、教材開発等、教育領域で行われた「疑似体験」については 21 件（そのうち教職課程
で行われた「疑似体験」は 6 件）、建築・工学領域で行われた「疑似体験」が 4 件、それ以外
が 16 件であった。 
教職以外の教育領域で行われた 21 件のうち「疑似体験」の内容が判別できたものについて
は、視覚障害に関するものが 8 件、身体の不自由に関するものが 5 件、聴覚障害に関するもの
が 3 件、コミュニケーションに関するものが 2 件、障害者、高齢者、食事に関するものが各 1
件であった。教職課程で行われた 6 件の「疑似体験」の内容は、1 件が「家庭科」の教科指導
を対象としたもので、高齢者、妊婦、母親、身体の不自由に関する「疑似体験」が行われてい
たが、それ以外は LD・ADHD、アスペルガー障害、発達障害が 4 件、視覚障害、聴覚障害、
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